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放射線照射ノ血液像及ビ臼血球機能二及ボス影響

其7・中等量紫外線ノ連綾照射が家兎血液

   像及ビ白血球機能二及ボス影響

金澤讐科大島病理學教室（杉山教授指導）

繁  田 源  信
  （9〃ク∫肋z∫娠伽

 （昭和14年9月8日受附）

内 容 抄 録

 2頭ノ背部勇毛家兎二人工高山太陽燈ヲ用ヒ，紫外

線ヲ40糎ノ距離ヨリ15分間連日5回照射シ，血液像並

二白血球機能ヲ樵シタルニ赤血球数ハ初メ僅カニ増加

スルモ後バー三二減少セリ．白血球激ハ時二増加スル

事アルモー三二僅カニ減少セリ．假性エオジン嗜好性

白血球百分i率ハ増加シ，淋巴球ハ全ク之レニ反シ，大

軍核球ハ僅カニ堰加ノ傾向ナリ．嗜盤基白血球，「エ

オジン嗜好白血球二著攣ナク，白血球機能並二假性エ

オジン嗜好白血球ノ核移動バー般二退行性右方移動ナ

リ．

目

緒  言

第1章 實験材料及ビ實験方法

第2章 實験成績

 第1節 照射家兎背部ノ状況並二膿重ノ攣動

 第2節紫外線照射ノ血液像煎二白血球機能二及

    ボス影響

次

  第1項 血液細胞ノ量的攣化

  第2項 假性エオジン嗜好白血球核移動

  第3項 白血球機能ノ攣化

第3章総括及ビ考按

   結  論

   圭要丈獄

緒 言

 余ハ嚢二人工高山太陽燈ヲ用ヒ，中等量ノ紫

外線即チ40糎ノ距離ヨリ10分間野毛家兎背部二

照射シタルニ其ノ照射直後ハ退行性右：方移動ヲ

來タシ，5時間目口ハ之レニ全ク反封ノ進行性

左方移動二攣ズルト云フ，甚ダ興味深キ事實ヲ

獲表シ，次デカ・ル紫外線ノ中等：量即チ40糎ノ

距離ヨリ15分聞ノ照射ヲ隔日二，照射シタルニ

共ノ重嬰部分タル，初メ退行性右方移動ニテ5

時間目二進行性左方移動ヲ來ス事ニハ攣化ヲ見

ザルモ，潮力＝馴致性ヲ有スル事ヲ報告シタ

リ．依ツテ本編二於テハ隔日ヲ蓮日トナシタラ

ンニハ如何ナル攣化ヲ生ズルヤヲ槍索セントシ
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テ，蓮日5回40糎ノ距離ヨリ15分間，勢毛家兎

背部二紫外線ヲ人工高山太陽燈ヲ用ヒテ作用セ

シメタルニ，興味アルー定ノ成績ヲ得タレバ鼓

二報告セントス．

第t章實験材料及ビ實験方法

 1）三二動物紫外線護生装置，探血方法，標本ノ製

作等二二テハ，前回迄ノ報告ニテ詳述セシヲ以テ之ヲ

略シ，橡索方法ノ主要ナルモノノミニ就キ鼓二概略ヲ

記スベシ．

 2）照射方法 人工高山太陽燈ノ護光管ヨリ家兎ノ

                  ロ背部迄ノ距離ヲ40糎トナシ，，2頭ノ家兎ノ背部ヲ縦10

糎，横5糎ノ大サニ直話ヲ以テ皮膚ヲナルペク損傷セ

ザル程度二勢毛シタルモノニ，毎日5回15分間照射ヲ

行ピタリ．

 3） 自血球遊走速度測定法

 家兎ノ耳翼ヨリ湧出セシメタル血液ヲ，型ノ如ク超

生立染色標本ヲ作り，37。Cノ恒温ヲ保テル杉山氏加

温箱二移シ，約15分間後ヨリ測定ヲ開始セリ．余ハ自

性エオジン嗜好白血球20個ヲ適評ト思ハル・部ノ覗野

二表ハレタルモノニ就テ，全部3分聞測定セリ．

 4） 各種白血球百分率及ピ假性エオジン嗜好白血球

核移動ノ梅索ノタメ，．と孟・ギムザ重複染色塗抹標本

ヲ製作セリ．

 5）赤血球及ビ白血球ノ数ノ算定ニハ：Neubauer血

球計算器ヲ用ヒタリ．

第2章實 験 成績

   第1節 照射家兎背部！歌謡並二

        三重ノ攣動

 1）照射家兎背部ノ歌論

 1）第1號家兎

 4月18日 午前8時40分ヨリ55分二至ル15分間，第

1回照射．

 4．月19日 第2回照射，赤色ヲ呈ス．

 4月20目 第3回照射．赤色著明トナル，午後2時

頃二至リ赤色二二ラグ．

 4月21日 第4回照射．赤色著明トナル，午後2時

頃赤色梢薄ラグ．

4月22目

4月23日

4月25日

4月27日

4月29日

5月2日

第5回照射．帯褐色トナル．

褐色ヲ増シ赤色ヲ減ズ．

褐色トナリ落屑ヲ生ズ．

諸虞二比較的大ナル落屑ヲ生ズ．

二毛部中央二回忌アリ，周忌ハ護毛シ來

ノレ．

落屑ナク皮膚色正常二品クナル．

第2號家兎

4月25目 午前8時35分ヨリ50分迄15分間第1回照

    射．

4月26日 第2回照射．一般二赤色ヲ呈ス．午後2

     時頃赤色著明トナル．

4月27日 第3回照射．赤色著明トナル．

4，月28日 第4回照射．赤色著明トナル．

 4月29日 第5回照射，茨褐赤色トナル．午後2時

     頃二半リ灰配色ヲ潜ス．

 4月30目 灰褐赤色ヲ呈ス．

 5月2日 背部ハ大小ノ落屑ヲ有ス．大ナルハ小鱗

     朕，小ナル四駅糠朕ナリ．

 5月4目 軍属二小鱗状ノ落屑ヲ有シ，且粒糠朕ノ

     落屑モアリ．

 5月6日 諸虞二小鱗状ノ落屑アルモ多クハ枇糠朕

     落屑トナル．

 5月9日 落屑不著明トナリ，弱…毛部ノー部分護毛

      シ來ル．

 之ヲ要スルニ第1回照射二依ツテ背部ノ照射

部位二二攣ヲ認メズ，第2回照射帥チ翌日二三

リテ赤色（EPチ紅斑）トナリ，第3回照射ニテ赤

色ヲ著明二表ハシ，es 4回照射＝・テハ同様ナル

モ第5回照射二至リテ褐色ヲ帯ビ來リ，5日目

二次褐赤色ヲ呈シ，7日目二至リ落屑ヲ獲シ，

9H目二落屑著明トナリ，小御歌乃至枇雌馬ノ

落屑ヲ表ハシ，11日目二落屑ヲ減ジ，14日目二

塁リ穫毛シ來ルナリ．カ・ル攣化ハ第；1號家兎

二比較的早ク表レ來リ，護毛モ早ク，落屑モ梢

少ナキ1伏態ナリ，印チ第1號家兎ノ皮膚ノ紫外

線二封スル抵抗ハ第2號家兎二比シ強キが如
シ．
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 2）艦重ノ攣動

 第1表，第1號家兎

 照射前禮重2150瓦ナルが勢毛採．血等；ニテ2135

：瓦二減少シタルモ照射第；1回ニテ2145瓦ト10瓦

ノ増加ヲ見，第；2回照射二半ツテ2095瓦ト50瓦

ノ減少ヲ來セリ．第3回照射ニテ2085瓦ト減少

セリ．第；4回照射＝テハ僅ヵ二増加シ來リ，

2120瓦トナリ．第5回照射ニテ2130瓦トナリ，

樹照値＝近ヅキ，7日目2150瓦トナリテ封戸値

ニー・vス．次ヂ漸次禮重ヲ増加シテ14日目二

2220瓦ト封照値ノ2150瓦二比シ70瓦ヲ増加セ

リ．

 第2表，第2號家兎

 照射前2270：瓦ナルが第1回照射ニテ郷中ヲ増

加シ，2280瓦トナリ．第2回照射ニテ梢減ジ

2275瓦トナリ．第3回ニチハ外減ジテ2265瓦ト

ナリ．第4回照射ニテ増加シ來リ，2280瓦トナ

リ．第5回照射ニテ2285瓦トナリ鶴翼値ヲ越エ

タリ．然ルニ7日目二重リ突然減少シテ2150瓦

トナル．後漸次恢復シ艦：重ヲ増スモ14日目ニチ

ハ2265薄恥テ封且且＝至ラザリキ．

 之ヲ要スルニ紫外線照射二依ル盟重ノ攣動ハ

第；1回照射’＝テー時艦重ヲ増加スルモ，第2

回，第3回照射ニテ減少ヲ示シ，第4回，第5

回照射＝テ再ビ恢復スルナリ．5回照射後脚第

1號家兎ハ禮重ヲ増加シ，封陪臣ヲ越星斗ル

モ，第2號家兎ニチハ7日目二突然罷i重ノ減少

ヲ來セリ．爲＝・ 14日目ニチモ封照値二至ラザリ

キ．

 以上照射家兎背部ノ；状況並堕罪重ノ攣目ヨリ

考按スル心残2號家兎ハ艦重が一般二重キニ拘

ラズ，紫外線照射一封シテ梢過敏＝作用子ラル

、：事ヲ知ルヲ得タリ．

   第2節 紫外線照射ノ血液像並＝

     白血球機能二戸ボス影響

 既二記セルが如ク，紫外線照射ハ人工高山太

陽燈ノ磯腸管ヨリ家兎ノ背部ヲ縦10糎，横5糎

ノ大サ＝勢毛シタルモノヲ，40糎ノ距離二置

キ，其ノ勇毛部以外ノ部分ハ照射セザル様，黒

紙ヲ縦10糎，横5糎ノ大サニ窓ヲ作りタルモノ

ヲ以テ覆ヒ，瓢燈後10分ニテ照射ヲ開始シ，15

分間照射ヲ行ヒタリ．探血ハ照射後40分頃ヨリ

始値遊走速度測定並口吟移動暗索ノ爲ノ塗抹標

本ノ作製：時ガ1時間後二當ル如クニナシ，白血

球機能丁田赤血球敷，白血球総数，各種白血球

百分率，假性エオジン嗜好白血球核移動ヲ検索

シテ次ノ如キ成績ヲ得タリ．

    第1項血液細胞ノ攣化

 1）赤血球数

 第1表，、第1號家兎＝テハ照射前539萬個ナ

ルガ，第1回照射二依ツテ増加シ，其ノ5時間

後二676萬個トナリ，第2回照射ニチハ其ノ1

時聞目二697萬個ト増加スルモ，5時間後ニハ

495萬個二減少セリ．第3回照射二至リテハ其

ノ1時劇団二僅カニ増加シテ572萬個トナルモ

5時回目ニハ511萬ト減少セリ．第4回，第5

回照射＝テー般二増加シテ第5回照射ノ5時間

目二661萬個トナリタリ．然ルニ照射後二至リ

テハ減少ノー路ヲ辿レリ．

 第2表，第2號家兎ニチハ照射前565萬佃ナ

ルが第1回照射二依ツテ増加シ，5時問目二

641萬個トナリ，第2回照射ニチモ同様増加シ

テ其ノ5時間目二最高681萬個トナル．然ルニ

第3回，第4回照射＝テハ減少シ，第4回照射

ノ5時間日二487萬個トナリ，最低ヲ示セリ，

第5回照射ニチハ其ノ5時間目二軍カニ増加

シ，5日目モ増シ居レリ．5回照射後開題カニ

減少シ，14日目二劃照値二四ヅケリ．

 之ヲ要スルニ赤血球鋸山第1回，第2回照射

旧識ハ増加スルモ第3回照射ニチハ減少シ，第

4，第5回照射ニチハ増減不定＝テ5回照射以

後バー般二減少セリ．

 2）白血球総数

 第1表，第1號家兎ニチハ照射前9．720個ナ

ルが第1回照射二依ツテ減少シ，其ノ5時間目

7．910個1・ナリ．第2回照射二於テハ其ノ1時

間目性誤差程度ノ増加ヲ見ルモ5時玉目ニハ

8．220個ト減ジタリ．然ルニ第3回照射二至り

増加シテ其ノ1時間目二12．310個トナル．第4

回照射ニチハ再ビ減少シ，其ノ5時間目二8．140
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第1表 連日5回照射（40糎15分闇）第1駅家兎

月目照射後燈重赤血球数白血球
橡査縄時日（瓦）（輝国）総白白・

白血球百分率

L 1 M B E

17／iV  照射前
    照射後18／IV
    1時間
18／rv 5時間後
    照射後19／IV
    1時間
19／IV 5時間後
    照射後20／エV
    1時間

215e

2135

2145

2095

539     9．720   200

543⑩〃
676     7．910   〃

697⑫¢〃
495     8．220   〃

   ノみハヘへ
   らコ     ひ
572（菱i応診・”

49．51 47，5 1 0

72．0 1 26．0 1 0

51．5 1 43．0 ［ 1．0

61．0 1 36．5 1 O．5

50．0 1 44．0 1 1，0

74．O l 230 1 1．0

3，0

2．0

4．5

2．0

5，0

2．0

20／IV 5時間後 511 11，240 〃 61．0 32．5 0．5 6．0

21／IV

Q1／IV

照射後1時聞5時間後

2085 613

T69

／’四興_鷲
〃〃 6工．5

T8．5

35．0

R8．0

0．5

O．5

3．0

R．0

22／IV

Q2／IV

Q3／正V

照射後1時間5時間後

T日目

2120

Q130

612

U61

T03

癬
〃〃〃 72．5

U1．0

V0．5

24．5

R6．5

Q7．5

0．5

O0

2．5

Q．5

Q．0

25／IV 7日目 2150 541
 ，一A㌦

H§9 〃 64．0 33．0 1．0 2．0

27／IV 9日目
2155 ■ 467 9．290ぎ   ～

〃 54．0 41．0 0．5 4．5

29／夏V 11日目 2185 448 8．8401   ミ
〃 56．5 34．5 0．5 8．5

2／V 14日目 2220 433 8．6gq｝
〃 41．0 57．5 0 1．5

を

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

備  考

第1回照射

第2回照射

第3回照射

第4回照射

第5回照射

第2表 蓮日5回照射（40糎15分間）第2號家兎

橡 査

月 日

24／エ▽

25／［V

25／1V

26／1V

26／IV

27／IV

27／VI

2s／rv

28／［V

29／IV

29／lvT

30／エ▽

2／V

4／V

6fV

9／V

照射後

経過時日

照射前
照射後

 1時間
5時間後
照射後

 1時間
5時間後
照射後

 t時間
5時間後
照射後

 1時間
5時間後
照射後

 1時間
5時間後

5日目

7日目

9日目

11日目

14日目

盟 重

（瓦）

2270

2270

2280

2275

2265

2280

2285

2150

2205

2205

2265

自血球百分率赤血球数

i万爵位）

白血球

?数
観 察
ﾗ胞激

P LiM B E
備  考

一一@565
@632

7一k91妙殖》｝
200

V

33．0

S8．0

62．0

S8．0

00．5 4．5

Q．0

0．5

P．5 第1回照射
641 1 9．350 1 t／

664 1 “． 8．980， i i／

681 i IO．820 1 ，i
4gg 1（rC’11tLi’，’．；／s．no一””1＞i ri

554 1 8’73Q，1 ”
488 1’；’ 7．77．0“‘’1 ri

487 1 8．360 1 t／
s26 kf 7．oz6）‘・1 ，，

588抽0 “
596 ） 〈8“i．：60dl｝i i ti

543 ls”8．7．7P i t／

555 1 9．420 1 t！

519 1 7．800 1 i！

567 1 8．650 1 t／

36．0 ］ 60．0 1 0

56．5 1 32．5 i O．5

44．5 1 46．5 1 0

4，6．5 1 47．0 1 0

48．5 ［ 46．0 1 0

54 ．5 1 40．0 1 0

50．0 1 46．5 1 O．5

48 ．0 r 43．5 1 O．5

49．5 1 42．5 1 0

48．5 1 tl 4．5 1 O．5

52．5 1 39．5 1 O．5

39．0 ［ 54．0 1 O．5

29．0 1 67．5 1 0

27．0 i 70．5 i O

3．0  ユ．0

8．5 i 2．0

85 1 O．5

5．5 1 1．0

4．0 1 1．5

4．0 ［ 1．5

3．0 1 0

7．0  ユ．0

8．0 1 0

5．5 i 1．0

7．5 1 0

6．0 1 O．5

3．5 1 0

2．0 1 O．5

第2回照射

第3回照射

第4回照射

第5回照射

個トナル．第5回照射ニチハ其ノ1時間目二僅

カニ増加シ，5時聞目＝ハ減少ス．5回照射後

ノ5日目，7日目ハ共二増加ヲ示スモ，其ノ後

脚減少セリ．

 第2表，第2號家兎ニチハ照射前9．120個ナ

ルが第1回照射二依ツテ僅カニ増加シ共ノ5時
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闇目二9．350個トナル．次デ第2回照射二至リ

其ノ1時聞目ハ減ジ，5時出目二至リ10．820個

迄増加セリ．第3回照射ニチハ其1／1時聞目＝

僅カニ増加スルモ，5時間目二減少シ，第4，

第5回照射共二藍著明二減少ヲ示シ，其ノ第5

回照射ノ5時押目最低値タル7．030個トナレリ．

5回照射後バー般二減少ヲ示セリ．

 之ヲ要スルニ白ユ血球絡藪ハ第1，第2回照射

＝テ第2號家兎ハ増加シ，第1號家兎小減少ヲ

見ル．第3回照射ニテハー時増加ヲ示シ，第

4，第5回照射＝テハ減少ヲ示シ，5回照射後

ノ5日目，7日目ノ、第1號家兎ハ増加シ，1第2

噺家下闇減少シ，以後ハ減少ヲ示セリ、

 3）各種白血球百分i率

 ’イ）假性エオジン嗜好白血球

 假性エオジン嗜好白血球百分…率脱蝋1表，第

1號家兎＝テハ照射前49．5％ナルが第1回照射

ノ1時聞目二著明二増加シテ72．0％トナリ．第

2回照射ニチモ1時玉目二61．0％，第3回照射

ニチハ74・0％，1第4回照射＝テ61．5％’，第5回

照射ニテ72．5％ト其ノ1時側目二二明二増加ヲ

示シ，照射後5時間目ノ増加ハ第1回照射ノ

51・5％ヨリ：第5回）照射ノ61．0％＝至ル間ニテ漸

次其ノ増加度ヲ増シタリ．5回照射以後モー般

二増加シ居ルモ14日目二至り減少ヲ示セリ．

 第2表，第2號家兎ニチハ照射前33．0％ナル
            ガ第1回照射ノ1時間目凹48．0％，第2回照射

ノ56・5％，第3回照射ノ46．5％，第4回照射ノ

54・5％，第：5回照射・ノ48．O％ F 1時間目貼増加

シ5時黒目＝ハ第1回照射＝テ36．0％ナルガ，

第5回照射二49．5％迄漸次増加度ヲ増シタリ．

5回照射後ハ9日目迄ハ増加シ居り，11H，14

日目ハ共催減少ヲ示シタリ．

 之ヲ要スル田假性エオジン嗜好白血球百分率

バーﾓ唖増加シ居ルモ，終り心逸リ減少セリ．

 ロ）淋巴球，淋巴球百分率二於テハ第1表，

第1號家兎ニチハ第1回照射二郎ツテ1｛謝前

47・5％ノモノが急弊直下的二減少シテ26．0％迄

トナリ・第2回，第3回，第4回，第5回照射

二依ツテハ共二假性エオジン嗜好白血球ト相反

シテ減少シ，5回照射後モ同様減少スルモ終り

ノ14日目＝ハ反ツテ増加ヲ見タリ．

 第2表，第2號家兎＝テハ1照射二依ツテー般

二減少スル事ハ第1號家兎ト同様ナルモ，其ノ

減少が第1回ヨリモ第2回照射ノ1時間目二著

明＝シテ照射前62．0％ナルガ32．5％トナレリ．

其ノ他，第1，第3，第4，第5回照射ハ共露

玉性エオジン嗜好白血球二相反シテ減少ヲ示

ス．5回照射後ノ初メハ減少シ居ルモ，11日

目，14日目一壷二却ツテ増加ヲ示ス．

 之ヲ要スルニ淋巴球百分率塩噌性エオジン嗜

好白血球百分率ト全ク相反シ，5回燃射後ノ絡

リニ増加ヲ示ス外一般二減少セリ．

 ハ）大軍核球

 第1表，第1號家兎ハ照射二依ツテ梢増加ノ

傾向ヲ見ルモ第2表，第2號家兎ニテハー定ノ

i攣化ヲ認メザルナリ．

 二）嗜蜷基白血球

 第1表，第1號家兎ニチハ照射後5時闇目玉

第3回照射迄ハ増加シ居り，其ノ後ハ梢減少シ

タルモ皆空後ノ9日目，11日目＝再ビ増加セ
リ．

 第2表，第2號家兎ニチハ，第2回並ビニ第

5回照射二審テ増加シ，5回照射後モー時増加

シ居り後置減少セリ．

 之ヲ要スル四三盤基白血球ハ梢増加ノ傾向ア

ルモ一定セザルナリ．

 ホ）「エオジン嗜好白血球

 第1表，第1號家兎ニテハー般二消失シ居

り，第2表，第2號家兎＝テ心逸3回照射頃迄

ハ梢増加ノ傾向ナルモ其ノ厳訓消失ト畿現トア

リテ減少ヲ見ルナリ．

 之ヲ要スルニ初メハ梢増加ノ傾向ヲ第2號家

兎ニテ有スルモ第1號家兎ニハ何等手序ナキヲ

以テ著攣ヲ認メズトナスが至當ナラン．

    第2項假性エオジン嗜好白

       血球核分葉藪

 第1表ノ2，第1號家兎ニチハ照射前假性エ

オジン嗜好白血球ノ核分葉撒ノ1．58ナルが第1

回照射二依ツテ其ノ1時聞目ニハ檜加シテ1．65
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トナリ，5時間目二至リ1．56ト減少セリ・

 次デ第2回照射二至ル＝其ノ1時聞目二L69

ニテ5時間目モ1．71ト封IK｛値ヨリ減少セザリ

キ．第3回照射ニチハ共ノ1時聞目病1・77トナ

リ，5時藤衣sL82ト釜々其ノ核数ヲ増加セ

リ．第4回照射ニチハ1時間目二L80，5時間

目蔭1．92ト増加シ，第5回照射ニチハ1時聞三

二1．98，5時間目一拝1時闇目ヨリ減ジテ1・94

トナル．5回照射後書漸次核数ヲ減ズルモ14日

目＝至ルモ未ダ封照値迄＝ハ減少セザリキ．

 第；2表ノ2，第2號家兎ニチハ照射前1・67ナ

ルガ，第；1回照射二依ツテ其ノ1時聞目二1．77

迄増加シ，其ノ5時間目脂1．54ト著明ナル減少

ヲ示シタリ．第2回照射ニチハ1時網目二1．66

ニテ5時聞目二1．70ト増加シ，第3回照射＝テ

1時聞目ガ1．69＝テ5時間目二1．78ト増加シ，

第4回照射ニチハ1時間目二1．75 ＝テ5時間目

二1．80 Fナリ．第5回照射＝テハ1時間目＝

1．93ト著明ナル増加ヲ示シタルニ其ノ5時間目

ニハ急二減少シテ1．61トナリ，面面値ヨリ減

ジ，第1回照射ト同様ノ増減1伏態トナリタリ．

5回照射後7日目ニー時封照値ヨリ減ジテ1．62

トナル事アルモ，他バー般二封照値ヨリ核出ヲ

増加シ居ルナリ．

 之ヲ要スルニ假性エオジン嗜好白血球核分葉

藪山鼠1回照射ニチハ中等量ノ1回照射！場合

二報告シタルト同様照射直後二歩数ヲ増加シ，

5時間目二減少スルモ，第2回照射ヨリハ其ノ

三態ヲ異ニシ，1時間目ヨリ5時心血が其ノ延

怠ヲ増スニ至り，第3回，第4回照射モ同檬ニ

テ漸次核籔ヲ増加ス．第5回照射二至リテ再ビ

其ノ1時間目ヨリ5時出目が減少ヲ示ス秘語

ル．特愚老2號家兎ニチハ第1回照射ト同様二

1時間目＝著明＝忌数ヲ増シ，5時聞目口著明

二核数ヲ白膚リ．

 5回照射後バー般＝核数ヲ増加シ居ルナリ．

之レ印チ第1回照射ニチハ其ノ1時聞目が右方

移動，5時曲目が左方移動ヲ示スモ第2回照射

以後ハ漸次右方移動ヲ著明二表ハシタリ．只第

2號家兎二於テノミ第5回照射ノ5時間目左方

移動ヲ示セリ。5回照射後バー般＝右方移動ナ

リ．

    第3項假性エオジン嗜好白

       血球遊走速度

 第1表ノ2，第1號家兎ニチハ照射前22・95μ

／分ナルが第1回照射二依ツテ1時聞目ハ減退

シテ17．75＃／掻払トナリ，5時間目＝23・65μ／

分迄昂進ヲ來セリ．第2回照射＝テモ同様1時

間目ニハ1 7．90Pt／分，5時強目二21．25μ／，分トナ

ルモ封照値ヲ越エズ．第3回照射ニチモ其ノ1

時間目ハ19．65μノ分，5時間目22・60＃！分，第4

回照射ニチハ1時間目二22・50μ／分，5時間面識

22．85μ／分トナリ，照射後1時間二速度ヲ減ジ・

5時間目二速度梢昂進アルモ共二i封照値ヲ越

ズ，且ツ漸次共ノ間ノ差ヲ減ゼリ．然ルニ第5

回照射二至リテハ照射後1時間目s22・45Pt／分

ナルガ，5時間目二21．20μ／分ト反ツテ減退ヲ

示セリ．5回照射以後バー般二速度ヲ減退シ居

り漸次増進シテ14日目二2150μ／分ト幽趣値目

近ヅヶり．

 第2表ノ2，第2號家兎ニチハ照射前23・80

μ／分ナルが第1回照射幽魂ツテ1時血目二減

退シ21．05μ／分トナリ，5時間目ニハ著明ナル

昂進ヲ示シ，25・75μ／分トナル・第2回照射ニチ

モ1時聞目・・19・85μ／分ト減退シ，5時聞目＝

23．05μ／分トナルモ劃建値ヲ越エズ・第3回照

射＝テモ同様ニテ其ノ1時間目＝17・90μ／分ト

著明ナル減退ヲ來シ，5時間目白22・10μ／分，

：ee 4回照射＝テモ1時間目＝21・65μ／分，5時

闇長囲23．35！i／分ト第3回照射ヲ最：小限度トシ

テ漸次昂進シ，第5回照射ニチハ，第1回照射

ト同様1時間目ハ著明＝減退シテ18・40μ／分ト

ナリ，5時聞目＝ハ24．101z／分ト昂進ヲ示シ氏

譜値ヲ越エタリ．第5回照射以後ハ封1照値ノ近

クヲ上下シ，14日目二23・50Pt／分ト劃照面目略

一致セリ．

 之ヲ要スルニイ劇生エオジン嗜好白血球ノ遊走

速度ハ，第1回照射二依ツテハ，中等量ノ1回

照射ノ場合ト同様，其ノ1時闇目＝減退シ，5

時間目二昂進ヲ示スモ，第2回照射ヨリ其ノ昂

E 117 1



1エ8 繁 田

梅 査

月 目

17／［V

18／IV

18／［V

19／1V

19／正V

20／rv

20／IV

21／ilV

21／［V

22／IV

22／正V

23／正v

25／IV

27／IV

29／IV

2／V

第1表ノ2

照射後

経過時日

照射前
照射後
1時間

5時間後
志臼後
1時間

5時間後
照射後
1時閲

5時間後
壁射後
1時間

5時間後
照射後
1時間

5時間後

5日目

7日目

9日目

11日目

14日目

観 察
細胞激

100

tl

I／

r！

t！

t／

t1

11

1！

／！

ll

t1

1！

t／

11

r！

1

52

48

53

44

41

39

38

37

30

32

40

38

37

35

41

41

烈日5回照射 （40糎15分間）第1朧家兎

オ’ヂン嗜好白血球核分i男数
假「エ」白

結?ｽ均
II 1【1 IV V 李均核

ｪ葉数
遊走速度
@、μ／分

摘   要

38 10 0 0 t58 22．95

42 7 3 0 1．65 17．75

41 3 3 0 1．56 23．65

43 13 0 0 1．69 17．90 紅斑ヲ生ズ

48 10 1 0 t71 21．25

48 10 3 0 t77 19．65 紅斑著明
46 13 2 1 t82 22．60

47 15 1 0 t80 22．50

52 15 2 1 1．92 22．85

43 20 5 0 1．98 22．45 灰褐赤色トナル

33 20 7 0 1．94 2笠．20

43 15 3 1 1．86 玉8．70

43 」 15

47 1 15

42 1 9

45 1 11

4

3

8

3

ユ

o

o

o

1．89 19，00 落屑生ズ

1．86 21．35 落屑著明

1．84 20．20 周團護毛

1．76 1 21．50

第2表ノ2 西日5回照射 （40糎15分間） 第2號家兎

槍 査

月 目

24／［V

2s／rv

25／IV

26／IV

26／エ▽

27／IV

27／IV

28／エV

28／1V ・

29／lxiT

29／IV

30／IV

2／V

4／V

6／V

9／V

照射後

経過時日

照射前
照射後
1時間

5時間後
照射後
1時間

5時聞後
壁射後
1時闘

5時間後
壁越後
1時間

5時間後
照射後
1時間

5時間後

5日目

7日目

9日目

11日目

14日目

假性エオジン嗜好白血球核分葉激

観 察
細胞数

100

11

11

r／

tl

l1

11

11

1！

t1

1／

1！

1！

tl

tl

t！

1

47

40

55

48

44

48

42

40

43

33

51

47

52

38

44

47

II

40

46

36

40

43

35

41

45

37

46

37

38

38

40

37

33

工1正 IV

1

3

0

2

1

0

3

0

1

5

0

2

2

5

3

3

v

o

o

o

o

o

o

o

o

l

o

o

o

l

o

o

1

4s均核
分葉数

1．67

玉．77

1．54

ユ．66

1．70

1 69

1．78

1．75

1．80

1．93

161
1．70

1．62

ユ．89

1．78

1．78

假「エ」白

血球4s均
遊走速度
 ＃／分

23．80

2a．os

25．75

19．85

23．05

17 90

22．玉0

2Z．65

23 35

18．40

24，10

22r20

24．05

23．50

24．85

23．50

摘 要

紅斑ヲ生ズ

紅斑著明

灰褐赤色トナル

落屑ヲ生ズ

落屑著明

周團凌毛

進ガ劃‘1照値ヲ越エザル＝至，1］，第：5回照射二至

り，特二第1號家兎ニテハ1時間目ト5時問目

ノ速度1・ガ逆：トナリ，第2號家兎ニデハ5時闇

目ノ遽度ガ封超値ヲ越工昂進ヲ示シタリ．5回

照射以後ハ第1號家兎ハー般二減退シ居リ，第

2號家兎ハ減退ト昂進トアリテ封照値ノ近クヲ

［ 118 ］
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上下シ居ルナリ．帥チ第1回照射ニチハ1時間

目ハ退行性ニシテ5時間感気進行性トナルモ，

第2回照射ヨリ第4回照射迄バー乞田退行性ニ

シテ第5回照射ニテ第1號家兎ニチハ速度ハ逆：

トナルモ同ジク退行性ナリ，第2號家兎ニチハ

第1回照射ト同様トナリ，1時聞目ハ退行性ニ

テ5時間目ニハ進行性トナリタリ．5回照射後

明第1隣家回避退行性ニテ，第2號家兎ハ退行

性平調進行性トナリ封緒論二合セリ．

第3章総括及ビ考按

 前章二於テ余席2頭ノ家兎二人工高山太陽燈

ヲ用ヒ，40糎ノ距離iヨリ15分間毎日5回紫外線

ヲ照射シ，照射後1時間目ヨリ採血ヲ開始シ，

14日間二三リ，白血球遊走速度並二赤血球数，

白血球絡数，各種白血球百分半，假性エオジン

嗜好白血球核移動ヲ観察セリ，依ツテ其ノ雫均

値ヲ記述シ，省i封照ヲ100トシテ百分率ヲ求メ

テ第3表ヲ得，其ノ百分率ヲ曲線ヲ以テ圖示

シ，第1圖ヲ得タリ，樹主要部分ノ2回検査ノ

移動準均ヲ取り第2圖ヲ得タリ．依ツテ此等二

就テ本編ノ絡括ヲ述ブレバ次ノ如シ．

 1）禮  重

 照射前2210瓦ナリシ家兎ノ平均至重が勢毛，

探野卑ノ操作ノ爲力2203瓦トナリタルモ，第1

回照射ニテ梢禮重ヲ増加シ2213瓦トナリ，第

2，：第3回照射柵下テハ共二減少シテ2175瓦迄

トナル．然ルニ第4，第5回照射ニチハ再ビ恢

復断尾ヒ，5日目二2208瓦トナリタリ．其ノ後

一般＝減少ヲ見ルモ14日目＝至りテ禮重ハ2243

瓦トナリ，1封照値ヲ越ヘタリ．

 2）赤血球藪

 第：3表，第1圖二見ルニ照射前552萬個ナリ

シ，赤血球数ハ第1回，第2回照射ニチハ増加

シ，特二第2回照射ノ1時聞目二最高681萬個

トナル．然ルニ第3回，第4回照射ニテ減少

シ，第4回照射ノ5時間目二528萬個トナル．

次デ第5回照射ニテ僅カニ増加シ，後一般二減

少ノー路ヲ辿レリ．

 之レヲ要スル狂涛1，第2，第5回照射二戸

ツテ僅カニ増加シ他バー般二減少ヲ示シタリ．

 3）白血球総数

 第3表，第1圖二見ル如ク，白血球総数ハ照

射前9．420個ナルが第1回，第2回照射ノ1時

即身迄ハ減少シ，第2回照射ノ5時間目ヨリ第

3回照射＝テ増加シ，其ノ第3回照射ノ1時間

目二最高10．780個迄増加ス．共ノ後刷4，第5

回照射＝テハ減少シ，第5回照射ノ5時聞目二

最低半田ル7．770個迄トナリ，5日目，7日目二

再ビ増加シテ7日目二10．300個トナリ，以後減

少セリ．

 之ヲ要スル＝・一“L般的二減少スル才ルモ第；3回

並二5回照射以後二於テー時的二増加ヲ見ルナ
リ．

 4）各種白血球百分率

 イ）假性エオジン嗜好白血球

 假性エオジン嗜好白血球百分率ハ照射前41・3

％ナルガ，第1回照射＝依ツテ1時間目二60％

迄増’加シ，5時間目ニハ43．8％トナリ，第2回，

第3回，第4回，第：5回照射ニチモ略同様ノ増

加ヲ示シタルモ，其ノ5時聞目ノ増加が漸次多

クナリテ第5回目照射ニチハ55．3％トナリタ

リ．5回照射後陣漸次百分率ヲ減ジ11日目二

42．8％トナリ略糊塗三二近クナリ，14日目ニ臨

場ツテ34．0％ト封照値ヨリ減少ヲ示セリ．

 ロ）淋巴球ハ照射前54．8％ナルが第1回照射

二三ツテ1時二目二37．0％迄減少シ，5時間目

二515％トナリ，第2回，第3回，ee 4回，第

5回照射ニテ略同様ノ減少ヲ見タルモ其ノ減少

度が第5回照射ニテ特二著明トナリ，1時間目

ニハ34．0％，5時両目ハ39．5％トナリタリ．5

回照射以後ハ漸次恢復＝向ヒ11日目二51．0％迄

恢復シ，14日目＝ハ64．0％トナリ，封照値ヲ越

ヘタリ，

 ハ）大軍核球
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 封照値が零ナル爲二照射二依ツテ護現スルヲ

以テ増加ト見ルベキヵ．

 二）嗜盤基白血球

 照射前3．8％ナルが第1回照射＝テハ減ジ，

第2回，第3回照射＝テハ増加シ，特二一2回

ノ5時玉目ニハ6．8％誤ナル．第4回照射ニチ

ハ僅カニ減少シ，第5回照射ニテ再ビ僅カニ増

加シ，照射後バー般島増加シ居ルモ14日目二著

明＝減少セリ．

 ホ）エオジン嗜好白血球

 エオジン嗜好白血球ハ照射前0・3％ナルが第

1，第2，第3回照射二依ツテ僅カナガラ増加

シ以後一般二減少シ叉ハ浩失スル事シバシバナ

リ．

 之ヲ要スルニ假性エオジン嗜i好白血球百分率

バー般二増加ヲ示シ，特工照射後1時間目二最：

第3表  連日5回照射 （40糎15分間）李均二

二

数

値

照

ヲ

100

ト

セ

ノL・

百

分

経 過

時 日

照壮士
照射後
1時間

5時闇後
照射後
1時間

5時間後
照射後
1時間

5時闇後
照射後
1時闇

5時間後
照射後
1時聞

5時間後

5日目

7日目

9N目
11日目

14日目

照射前
照射後
1時間

5時間後
照射後
1時間

5時間後
照射後
1時間

5時聞後
照射後
1時間

5時間後
照射後
1時間

5時間後

5日目

7日目

9日目

11日目

14日目

赤血球激

（三軍位）

552

588

659

681

588

536

533

551

528

569

625

550

542

511

484

500

100

107

119

123

107

97

97

100

96

103

113

100

98

93

88

91

白血球

総 数

9．420

9．080

8．630

9．375

9．520

10，780

9．985

8．440

8．250

8．510

7．770

10． 100

10．300

9．355

8．320

8．670

100

96

92

100

101

114

106

90

88

90

82

107

1e9

99

88

92

白血球百分率

P

41．3

60．0

43．8

58．8

47．3

60．3

54．8

58．0

54．3

60．3

55．3

59 5

58．3

46．5

42．8

34．0

100

145

106

142

115

146

133

140

131

146

134

144

141

113

104

82

L

54，8

37．0

51，5

34．5

45．3

35．0

39．3

3ブ．5

42．3

34．0

39．5

36．0

36．3

47．5

51．0

64．0

100

67

94

63

83

64

72

68

77

62

72

66

66

87

93

117

M
o

O．3

0．5

0，5

0．5

0．5

0．3

0．3

0．5

0．5

0

0．3

0．8

0．5

03
0

100

300

500

500

500

500

300

300

500

500

100

300

800

500

300

100

B

3，8

2．0

3．8

5．3

6．8

3．8

5．0

3．5

3．0

4．8

5．3

3．8

4．8

5．3

6．0

E

O．3

0．8

0．5

1．O

O．3

0．5

0．8

0．8

0

0，5

0

0．5

0

0．3

0
i．8 1 O．3

100

53

100

140

179

100

132

92

79

126

140

100

126

140

158

47

100

264

167

333

100

167

264

264

0

167

0

167

0

100

0

’100

李均核

分葉数

1．625

1．71

1．55

1．675

1．705

1．73

1．80

1．775

1．86

1955
1．775

1．78

1．755

1．875

1．81

1．77

100

105

95

103

105

106

111

109

114

120

109

110

108

115

111

109

遊走速度
    髄 重

μ／分

23．375 1 2210

19．40 1 2203

24．70

18．875 1 2213

．15

．775 2185

．35

．075 2175

．10

。425 2200

．65

．45 2208

，525 2150

．425 2180

．525 2195

，50 2243

00 ユ00

83 100

06

81 100

95

80 99

96

94 98

99

87 100

97

87 100

92 97

96 99

96 99

96 101
鴫

［ 100 ］



放射線照射ノ血液像及ビ白血球機能二及ボス影響 121

1se

140

130

120

110

1eo

80

       第1圖  （第3表圖示〉

  ↓ ↓ ↓ t        一…一＿一赤血判

醗〈！vへ＼…灘縷

1刃Ψ  へ  ＼＼＼

寧礎《メ1二三〉ぐ←署

墾オ1515「置5「巳515
 時時時時時時時時時時
 閥間醐闇間間聞聞r酊m
照後後後後後後後後後後

 経過時 日 →

5

日

日

7

日

目

s

口

目

11

日

目

14

日

目

1駒

140

150

1ne

110

100

80

第2圖  （2回槍査ノ移動平均）
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7

日

臼

9

日

目

11

口

目

14

日

員

大ニシテ5時間目ニハ僅カナリシモ漸次1回ヨ

リ5回照射＝至ル＝從ヒ此ノ5時問目ノ増加度

ヲ増シタリ，5回照射後モ増加ヲ績ケ居ルモ，

絡リニ至リ減少セリ．淋巴球百分率ハ全ク之二

反シ，大軍核球一下カニ」曾加ノ傾向ヲ有シ，嗜

盤基白血球ハ増減種々アリー定セズ故二著攣ナ

シトナスベク，「エオジン嗜好白血球モ亦著攣

ヲ認メズ．

 5）假性エオジン嗜好白血球核分葉数

 第3表，第1圖二見ルニ照射前1．625ナル假

性エオジン嗜好白血球核分葉数ナルガ，第1回

照射二三ツテ1時駄目二1．71迄増加シ，5時間
             ロ
目ニハ全ク之レニ反シテ1．55迄減少ヲ示セリ．

然ルニ第2回照射二野ルト其ノ1時間目二L675

ト増加シ，其ノ5時間目二至ルモ減少ヲ示サズ

反ツテ増加シ，1．705トナル．第3回照射ニチハ
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第2回照射ト同様二漸次戸数ヲ増加シ來リ，5

時間目二1・80トナル．第4回照射＝テモ前同様

5時間目二1．86迄増加セリ．第5回照射二至リ，

第1回照射ト同様其ノ1時闇目一州1．955ナル

ガ，5時間目二1．775ト減少ヲ見タルモ封照値

以下ニハ至ラザリキ．以後一進一退ニテ14日目

二1．77迄トナル．

 之ヲ要スルニ假性エオジン嗜好白血球ノ核分

葉歎ハ，第1回照射＝テハ中等量紫外線ノ第1

回照射二依ツテ報告セルト同様，其ノ1時無目

二増加シ，5時聞目上減少ヲ見タルモ，第2，

第3，第4回照射ニチハ其ノ5時闇目ノ減少ナ

ク，反ツテ増加ヲ見，第5回照射＝デハ5時間

目二減少ヲ見タルモ封照値以下＝一ハ至ラズ，即

チ第1回照射ニチハ其ノ1時間目二右方移動，

5時聞目土左方移動トナリ，後バー般二右方移

動ヲ示セリ、

 5）假性エオジン嗜好白血球遊走速度

 第3表，第1圖＝見ル＝照射前23・375μ／分

ナル假性エオジン嗜好白血Ltc21S均遊走速度ナル

ガ，第1回照射ノ1時間目二19・40μ／分量＝一減

退シ，5時聞目＝24・70＃／分迄昂進ヲ示セリ．

然ルニ第2回照射＝テハ其ノ1時間目二減退

ヲ見，5時間目モ18・875μ／分＝テ封照値：ヲ越エ

ズ，第；3回，第4回，第；5回照射ニチモ第2回

照射ト同着ナルモー無二遊走速度ノ減少度ヲ減

ジ，且ツ1時適適ト5時羽目ノ速度ノ差ヲ減ジ

タリ．5回照射後モー般二遊走速度ヲ減ジ居ル

モ14日目＝22・50μ／分迄隔心セリ．

 之ヲ要スルニ慢1生エオジン嗜好白血球ノ遊走

速度ハ，第1回照射＝テハ1時間目＝著明ナル

退行性ニシテ，5時井目二進行1生トナルモ，第；

2回照射以後ハ5時間目ノ進行性ヲ示サズ，一

般二退行性ナリ．特二第3回ノ1時間目二最モ

多シ．而シテ1時品目ト5浅聞目ノ差ハ第4回

照射ニテ最：モ僅少トナリタリ．5回照射後ハー

般二退行性ナリ．

 以上飯性エオジン嗜好白血球核移動ト遊走速

度トヲ封比シテ考按スルニ，第1回照射ニチハ

遊走速度ハ1時間目ユ退行性ニテ5時間目二進

行性，核移動二心テハ1時間目＝右方移動，5

時間目＝z左方移動ナリ．印チ杉山教授ノ所謂1

時闇目ハ退行性右方移動ニシテ5時間目ハ進行

性左方移動タルナリ．次二第2回照射以後ハ遊

走遽度バー般二退行性ニシテ核移動ハ右方移動

ナレバ退行性右方移動ヲ重手ルナリ．

 以上余ノ實験成績ヲ文献二無比シテ考按スル

ニ，余ノ酒田報告セル如ク，入国高山太陽燈ヲ用

ヒ，紫外線ノ申等量ヲ勢毛家兎背部二作用セシ

メタル場合二，1回ノミノ照射ニチハ其ノ翌日

二僅ヵ＝紅斑ヲ見ル程度ニテ著明ナラザリキ．

然ルニ前回ノ報告二於ケル隔日5回，40糎ノ距

離ヨリ15分聞ノ照射二依ツテハ其ノ紅斑著明二

來リ，後落屑ヲ生ジタリ．而シテ本編ノ連日5

回照射二於テモ第2章，第1節二述ペタル如

ク，著明ナル紅斑ヲ獲生シ，後落屑ヲ來シタ

リ．然ルニEllingerノ所謂個性的差異ヲ表層

シ，第1號家兎八尋2號家兎二審シ，抵抗弧キ

感アリ，且盟重ノ智慮ヲ合ハセ考フル時二特二

然ルナリ．帥チ背部ノ照射部位二於テ，第1號

家兎ハ第2號家兎二比シ落屑屯少ナク，獲毛モ

早ク來レリ。而シテ艦重二於テモ第1鯨蝋暗索

第4回照射以後ハ漸次罷i重ヲ増加シタルモ第2

號家兎ニチハ，第5回照射後ノ7日臨監至り，

突然著明ナル禮重減少ヲ見タリ．之レ或ハ照射

が本家兎二幅シテハ過大＝及ビタルニ依ルナラ

ンカ．

 1）赤血球数

 人工高山太陽燈ヲ用ヒ，紫外線ヲ照射シテ赤

血球数ノ攣動二丁シテハ，種々ノ論読ノ存スル

所ニシテ未ダー定ノ成績ヲ得ザルノ歌態ナリ．

 而シテ赤血球数ノ増減ヲ來ス原因ハ紫外線ノ

造血機能二封スル作用ト，血液ノ組成二封スル

作用トニ依ツテ定マルベキナリ．故＝血液組成

二攣化ナケレバ造血機能ノ適當ノ刺戟二依ツテ

赤血球藪ノ増加ヲ來スベク，少ナキ場合：一ハ著

攣ナク，大キ場合ニハ種：々ノ攣動ヲ見ルベキナ

リ．’尚血液組成二樹スル勧化，家兎ノ個艦的相

違，飼養場所ノ明暗，紫外線ノ照射方法等種々

ノ條件二依ツテ赤血球数二増減ヲ來スナルベク
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爲胎齢藪ノ賢者ノ研究モ未P“ 一A定セザルナラ

ン．

 而シテ余ノ實験成績二依ルS，嚢二報告シタ

ル如ク中等量照射ニチハ初メ増加ヲ見ルナリ．

 帥チ本編二於テモ第1，第2回照射迄ハ適當

ノ刺戟ニシテ照射ノ初メナレバ増加シ，第3，

第4回ハ蓮；日刺戟ナレバ過量トナリテ減少シ，

第5回照射ニチハ家兎ノ馴致性アル爲二馴レテ

再ビ適適ノ刺戟トナリ増加ヲ來シ，5回照射後

ノ減少駅馬ハ過刺戟ノ爲ノ血液組成ノ攣化ヲ來

シタル爲二兎シタルナランカ．

 2）白血球総藪

 白血球総鷹泊：就テハ増加スルトナスモノ，減

少ヲ構フルモノ，’ 搆ｸ不定ヲ述ブルモノ，初メ

増加シテ後生ズルトナスモノ，初島減少シテ後

増加スルトナスモノ等種々アリ，余ノ實験二於

テモ増加スル場合，彫塗減少シテ後増加スル場

合，初富増加シテ後減少スル場合等アリ，是等

ハ皆紫外線ノ照射量ノ大小二塁ツテ左右セラル

・ナリ．帥チ輕量照射ニチハ増加シ，中等量照

射ニチハ初メ減少シ，後増加シ，梢大量＝テモ

略同檬ニシテ努力1照射ニテ初メ増加シ，次ヂ減

ジ亦再ビ増加ヲ見，省熱作用モ同時＝働ラキテ

壊死ヲ起ス程二至ルト，白血球数バー般二増加

ヲ見ルナリ．而シテ本編ノ中等量ヲ連日5回照

射シタル場合ハ其ノ第1回照射ニチハ減少ヲ示

シ，第2回照射頃ヨリ漸次増加シ，第3回照射

ニテ頂黙四達シ，再ビ減少シ，5回照射後＝一

時増シ後戸ゼリ．

 之レ帥チ第1回照射ニチハ中等量ナル爲二初

メ減少スルモノナレバ減少シ，次デ第2回聯繋

頃二陣ルト増加ノ時期ナルモ再ビ灘射スル今町

未ダ著明ナル増加來ラズ居り，第3回照射二至

リ著明トナリシナラン．然ル塩噌4，第；5回照

射ニテ梢大量トナリ再ビ減少シタルヲ以テ5回

照射後ニ臨時増加ヲ來シ後二簡単値二塁ヅキシ

ナラン．

 3）各種白血球百分i率

 假性エオジン嗜好白血球二戸テKoenigsfeld

檜垣，西田，新津一徳江，和田氏等ハ増加ヲ述

べ，余モ共ノ中等：量1回照射ニチハ増加シ居ル

ナリ．故旧本編＝於テモ塁壁増加シタリ．而シ

テ其ノ増加歌態ハ照射1時間目二最モ多ク5時

間目角ハ其ノ増加度ヲ減ゼリ．ヵ・ル歌態が第

1回照射ヨリ第5回照射迄二及ピタリ．此ノ間

二神テ漸次5時半目ノ増加度ヲ増シタリ．5．回

照射後ハ漸次其ノ増加ヲ減ジ14日目二至ルト反

ツテ減少ヲ示セリ．

 淋巴球ハ全ク之レニ相反セリ．

 大回核球二就テハKoenigsfeld和田二等ハ増

加ストナシタリ．余ノ本實験ニチモ増加ノ傾向

ナリ．

 「エオジン嗜好白血球ハ著明ヲ認メズ．

 4）假性エオジン嗜好白血球核分葉撒。

 Arneth氏が核移動堅磐スル研究ヲ後表シテ

以來学齢ノ追試研究者現ハレタリ．而シテ人工

高山太陽燈ヲ用ヒテ紫外線ヲ作用セシメテ核移

動ヲ研究セルモノニ：Kennedy－Thompson氏ア

リ氏等ハ3択ノ距離ヨリ10分闇家兎ノ背部二紫

外線ヲ作用セシメテ核移動ヲ研究シ，左方移動

ナル事ヲ述べタリ．次デ酒井氏ハ60糎ノ距離ヨ

リ30分間，紫外線ヲ家兎二作用セシメテ僅力＝

幼若細胞ノ出現ヲ三脚ドモー般的二實験申未ダ

著シカラズ，從ツテ左方移動モ未ダ明カナラズ

ト述べ居レリ．其ノ他檜垣，竹内氏等モ左方移

動ナリトナスモ根撫不明ナリ．次デ右方移動ヲ

述ブルモノニ：Fecht．西井，板津ノ諸氏アルモ

氏等ハ結核性疾患アルモノニ紫外線ヲ作用セシ

メテ3週聞後二右方移動ヲ來スモノハ豫後陣ゴ

シテ，照射ヲ櫃績シ得ト述べ居ルナリ．之レ結

棲性疾患ハ其ノ疾病ノ爲＝左方移動ヲ起シ居ル

モノナレバ，右方移動トナリ來ル事ハ漸次恢復

川向フモノナリ．故＝此ノ右方移動が直チニ紫

外線ノ直接作用トナスヲ得ザルベク，紫外線＝

依ル適齢ノ刺戟が結核性疾患ノ患者二一當二作

用シテ結核性疾患ヲ恢復二向ハシムルモノナル

：事ヲ多分二想像シ得ルナリ．

 以上二依ツテ紫外線ヲ照射シテ右方移動ヲ直

接＝來ス事ノ實験成績ノ報告一期ラク余ヲ以テ

嗜矢トスルモァナガチ過言…・有ラザルカトモ考
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ヘラル・ナリ．之レ多クハ人工高山太陽燈二三

ル紫外線照射ハ共ノ治療的二丁用セラル・範園

ノ輕：量照射が主トシテ研究ノ目標トナル爲ナラ

ン．而シテ余ノ如ク中等量，大量ノ照射ヲ最：近

二行ヒタル者二竹内氏アルモ氏ハ主トシテ血液

像ヲ見タルモノニテ其ノー部ノ核移動二就テハ

精細ナル検査ヲ行ヒ居ラザルナリ．

 以上ノ如キ現況二於テ中等量ノ照射ヲ連日5

回行ヒタルニ第1回ノ照射ニチハ余ノ嚢i二報告

シタル如ク，其ノ1時閥目d右方移動ヲナシ，

5時聞目顔左方移動ヲ示セルモ第2回，第3

回，第4回，第5回照射ニチハ左方移動來ラズ

全ク右方移動トナリ，第5回照射ノ1時間目迄

ハ継歯核敷ノ増加ヲ示シタルハ實二興味深キ事

二麗スルト云フヲ得ルナリ．

 5）白血球機能

 假性エオジン嗜好白血球ノ機能EPチ遊走遽度

モ實二興味深ク人工高山太陽燈ヲ用ヒ，紫外線

ヲ中等量作用セシメタル＝共ノ第1回照射ニチ

ハ嚢二報告シタルト同様照射後1時闇目＝ハ退

行性ニシテ，5時間目ハ進行性トナリタリ．第

2回照射・ヨリ第3回，第4回，第5回照射ハ三

二進行性ヲ示サズ常二退行性トナリタリ．然レ

ドモ照射1時聞目ノ遊走速度ノ減退即チ退行性

ハ回ヲ重ヌルニ從ツテ遊走速度ヲ増シ5時闇目

ノ遊走十度ト漸次接近シ來ルナリ．5回照射後

モー般二退行性ナルモ漸次遊走蓮度ヲ増シ，封

照値・＝近ヅヶり。

 以上軸性エオジン嗜好白血球ノ核移動ト遊走

速度トニ依ツテ考按スルニ第1回照射ニチハ其

ノ1時聞目ハ杉山教授ノ所謂退行性右方移動ヲ

來シ，5時間目ニハ進行性左方移動トナリ，第

2回1照射以後バー般二退行性右方移動トナルナ

リ．カ・ル退行性右方移動ハ余が嚢二人工太陽

燈ヲ用ヒ紫外線ヲ梢大量二家兎背部二作用シタ

ル場合二來リタルモノナ1レバ，連日5回ノ紫外

線照射ハ梢大量ノ紫外線照射ノ場合ト合致シタ

ルナリ。

結

 余ハ2頭ノ家兎二人工高山太陽燈ヲ用ヒ，紫

外線ノ中等量（40糎ノ距離iヨリ15分闇）ヲ連日5

回照射シテ白血球機能並＝血液像ヲ槍シ，2回

槍査ノ移動準均ニテ次ノ結果ヲ得タリ．

 1．赤血球藪 畑田僅カニ増加スルモ後二・一一

般＝減少セリ．

 2．白血球総数ハ時二増加スル事アルモー般

二減少七リ．

 3．假性エオジン嗜好白血球百分率バー般＝

論

増加シ，其ノ雫均核敷ハ僅カナル減少ヲ見ル事

アルモー般二核激ヲ増加セリ．

 4．歯性エオジン嗜好白血球遊走速度バー般

二減退ヲ示セリ．

 是ヲ要スルニ連日5回照射ニチハ白血球微ハ

時二檜加スル事アルモー般二減少シ，假性エオ

ジン嗜好白血球百分率ハ白血シ，假性工事ジン

嗜好白血球ノ遊走蓮度並二牢均核撒バー般二

退行性右方移動ヲ來セリ．
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